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特集⽛ALS 2024⽜をお届けします。5年前
の特集⽛ALS 2019⽜と比較しながら拝読しま
したが，個人的に印象深く感じた点が 2点あ
りました。1つめはやはり病態修飾薬が着実
に臨床応用に近づいていることを実感した点
です。ALSの臨床試験は近年，非常に多く行
われ，ClinicalTrials.govを検索すると，参加者
募集中のものだけでも 146 試験も登録され
ていました（2024年 9月 9日現在）。ALSへの
治療研究が急速に進められていることが伺え
ます。私も研修医時代に ALS患者さんを担
当したことで脳神経内科医への道を選びまし
たが，多くの医師，研究者にとって，ALSは
何としてでも克服したい特別な疾患なのだと
改めて思いました。
2 つめは安楽死の問題が議論された点で
す。死を望む患者さんにどう対応すべきか
は，病棟でもしばしば議論される重大な問題
です。鼎談の中にも記載されていますが，ス
イスで安楽死を遂げた多系統萎縮症患者さん
の事例が NHKで報道された際，日本の医療
者からの反応がほとんどなかったため，国内
の議論が停滞したままという事態が生じてし
まいました。現状，医師介助自殺（physician-

assisted suicide：PAS）を本気で望む患者さんは，
外国人に対する自殺ツーリズムが認められ，

民間団体が受け入れているスイスに渡航しま
す。このような背景から，SNSでは日本でも
安楽死を認めてもよいのではないかという意
見をしばしば目にします。ただし，安楽死を
認めているオランダでは，2012 年からの
8年間で，ALS患者の 25％（1014/4130人）が
安楽死・PASを選択しているという報告（van

Eenennaam RM, et al, Lancet Neurol 22: 591-601,

2023）があります。さらに安楽死を希望した
患者からの臓器移植が⽛避けられない死に意
味を与え，必要とされる臓器提供の供給源と
なりうる⽜とされ（Granit V, et al: Lancet Neurol

22: 578-590, 2023），オランダ，ベルギー，カナ
ダ，スペインで⽛安楽死後臓器提供⽜が合法
化されているという事実を知ると，日本にお
いても十分な議論もなく安楽死を認めてしま
うと，⽛すべり坂⽜，すなわち一歩足を滑らせ
たら，どこまでも転がり落ちるように本人の
意思に反した安楽死が行われてしまうことが
起きうるのではないかという懸念を持ちま
す。この問題はいつまでも避けて通れないも
のです。脳神経内科医もこの問題に真剣に向
かい合う時期が来ているのではないかと思い
ました。

（下畑享良）
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